
相
の
宣
言
は
極
め
て
重
い
。予
算
を
握

る
財
務
省
の
意
向
も
重
い
。2
0
1
8

年
・
介
護
報
酬
改
定
は
、二
つ
の
号
令
に
揺
さ

ぶ
ら
れ
、根
本
的
な
解
決
策
も
先
送
り
さ
れ
た
。

 

長
年
の
宿
題
は
解
け
た
か

　

安
倍
首
相
は
第
2
回
未
来
投
資
会
議

（
2
0
1
6
年
11
月
）で「
介
護
は
自
立
支
援

に
軸
足
を
置
く
。パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
を
起

こ
す
。介
護
の
い
ら
な
い
状
態
ま
で
の
回
復

を
で
き
る
限
り
目
指
す
」と
宣
言
し
た
。

　

予
防
と
重
度
化
の
防
止
は
制
度
の
目
的
で

あ
る
。そ
の
取
り
組
み
で
成
果
を
上
げ
た
事

業
所
を
評
価
し
た
い
。だ
が
、要
支
援
者
の
自

立
や
要
介
護
度
の
改
善
は
、む
し
ろ
利
用
者

減
や
単
価
引
き
下
げ
を
招
い
て
事
業
所
の
減

収
に
繋
が
る
。こ
の
矛
盾
は
制
度
設
計
時
か

ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

　

独
自
の
報
奨
制
度
を
設
け
た
岡
山
市
、東

京
都
品
川
区
な
ど
は
今
回
の
改
定
前
に
要
介

護
度
の
改
善
に「
成
功
報
酬
を
」と
、厚
労
省

へ
要
望
し
て
い
る
。

　

一
方
、厚
労
省
は
こ
う
反
論
し
た
。

　

要
介
護
度
の
改
善
に
よ
っ
て
事
業
所
で
は

必
要
な
手
間
が
減
り
人
件
費
等
も
減
少
す
る
。

利
用
者
も
原
則
1
割
の
自
己
負
担
分
が
軽
く

な
る
。も
し
個
々
人
の
要
介
護
度
の
改
善
に

応
じ
事
業
所
へ
成
功
報
酬
を
払
え
ば
、利
用

者
は
自
己
負
担
分
が
軽
減
さ
れ
ず
、改
善
へ

の
意
欲
を
失
う（
社
会
保
障
審
議
会
介
護
給

付
費
分
科
会
等
で
の
説
明
）。

　

同
時
に
要
介
護
の
維
持
・
改
善
を
測
る
評

価
方
法
が
な
く
、同
省
は
1
年
ぐ
ら
い
か
け

て
研
究
し
た
い
と
の
意
向
だ
っ
た
。

 

見
切
り
発
車
で

 

わ
ず
か
30
円

　

時
の
政
権
の
号
令
は
無
視
で
き
な
い
。

　

結
局「
通
所
介
護
」で
利
用
者
の
A
D
L（
日

常
生
活
動
作
）の
維
持
・
改
善
に「
成
果（
ア
ウ

ト
カ
ム
）評
価
」を
導
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

食
事
、歩
行
、入
浴
、排
せ
つ
な
ど
で
A
D
L

の
維
持
・
改
善
を「
バ
ー
ゼ
ル
指
数
」に
よ
っ

て
点
数
化
し
、事
業
所
全
体
で
評
価
す
る
。例

え
ば
45
メ
ー
ト
ル
の
平
地
歩
行
を
、自
力
な
ら

15
点
、介
助
や
歩
行
器
を
使
え
ば
10
点
、車
椅

子
で
な
ら
5
点
と
す
る（
図
参
照
）。

　

6
カ
月
後
に
上
位
85
％
の
利
用
者
合
計
が

維
持
か
改
善
な
ら
翌
年
度
に「
A
D
L
維
持

等
加
算
Ⅰ
」（
1
人
当
た
り
月
30
円
）を
算
定

首
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二つの「号令」に
揺さぶられ

介護報酬の改定



バーゼル指数の事例

　　項　目 点数 　　　　　     判 断 基 準

入　浴
 5点 浴槽を使いシャワー操作もできる

 0点 全介助が必要

 10点 失禁なし

排尿コントロール 5点 時に失禁、収尿器の扱いに介助必要

 0点 全介助が必要

 15点 移動やブレーキ等の操作をして移乗できる

車椅子から 10点 移乗に部分介助が必要だが、あとはできる

ベッドへ移乗 5点 起き上がりはでき、坐位はとれるが、移乗は介助必要

 0点 できない

で
き
る
。評
価
期
間
終
了
後
も
測
定
・
報
告
す

る
と「
同
加
算
Ⅱ
」で
60
円
に
な
る
。

　

軽
度
者
ば
か
り
集
め
な
い
よ
う
に
利
用
者

20
人
以
上
、要
介
護
3
以
上
が
総
数
の
15
％

以
上
の
条
件
を
設
け
た
。

　

し
か
し
、こ
の
身
体
機
能
だ
け
の
評
価
に
は
、

認
知
症
や
Q
O
L（
生
活
の
質
）を
測
る
視
点

は
な
い
。利
用
者
が
大
半
を
過
ご
す
自
宅
で

の
訪
問
介
護
や
訪
問
看
護
等
に
よ
る
貢
献
も

無
視
さ
れ
る
。

　

見
切
り
発
車
の
苦
渋
と
報
酬
体
系
を
ゆ
が

め
た
く
な
い
思
い
が
わ
ず
か
30
円
〜
60
円
の

加
算
に
象
徴
さ
れ
る
。測
定
・
報
告
の
手
間
暇

を
考
え
、加
算
を
あ
き
ら
め
る
事
業
所
も
少

な
く
な
い
だ
ろ
う
。

 

土
俵
際
で
こ
ら
え
た

 

厚
労
省

　

も
う
ひ
と
つ
は
財
務
省
か
ら
の
重
圧
だ
。

　

費
用
の
抑
え
込
み
を
図
り
、訪
問
介
護
の

生
活
支
援
の
提
供
で
月
31
回
以
上
の
利
用
者

が
約
2
・
5
万
人
に
上
り
、中
に
は
1
0
0
回

超
も
あ
る
、と
是
正
を
迫
っ
た
。

　

確
か
に
要
介
護
2
〜
3
で
月
1
0
0
回
近

い
生
活
支
援
の
利
用
事
例
も
幾
つ
か
あ
っ
て

ケ
ア
プ
ラ
ン
自
体
の
適
否
が
問
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、重
度
の
独
り
暮
ら
し
や
認
知
症

同
士
の
夫
婦
ら
は
生
活
援
助
な
し
で
は
暮
ら

せ
な
い
。現
に
在
宅
を
支
え
る
切
り
札
と
し

て
創
設
さ
れ
た
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪

問
介
護
看
護（
定
額
報
酬
）は
各
種
サ
ー
ビ
ス

を
1
日
通
常
5
、6
回
受
け
ら
れ
る
。

　

利
用
回
数
を
制
限
す
れ
ば
、施
設
に
頼
る

傾
向
を
助
長
し
、地
域
包
括
ケ
ア
の
目
指
す

在
宅
重
視
の
足
を
引
っ
張
る
。

　

厚
労
省
は「
標
準
偏
差
値
」を
使
い
、平
均

■
宮
武  

剛
（
み
や
た
け
・
ご
う
）

毎
日
新
聞
社
・
論
説
副
委
員
長
、埼
玉
県
立
大
学
、目
白
大
学
・
大
学
院
の

教
授
を
経
て
、一
般
財
団
法
人
日
本
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
振
興
会
理
事

長
。財
務
省「
財
政
制
度
等
審
議
会
」委
員
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ「
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
・

ジ
ャ
パ
ン
」会
長
も
務
め
る
。

値
か
ら
飛
び
抜
け
て
多
い
生
活
支
援
偏
重
の

事
例
は
市
町
村
で
検
証
し
、必
要
に
応
じ
是

正
を
促
す
こ
と
に
し
た
。サ
ー
ビ
ス
提
供
回

数
の
上
限
設
定
を
避
け
た
の
は
見
識
で
あ
る
。

　

通
所
介
護
の「
成
果
評
価
」に
つ
い
て
も
利

用
者
個
々
人
の
要
介
護
度
の
改
善
で
は
な
く
、

事
業
所
全
体
を
対
象
に
す
る
妥
協
策
で
し
の

い
だ
。二
つ
の
重
圧
に
押
さ
れ
な
が
ら
、厚
労

省
は
土
俵
際
で
こ
ら
え
る
矜き

ょ
う
じ恃
は
保
っ
た
。

た
だ
し
、次
期
の
改
定
へ
攻
防
は
繰
り
返
さ

れ
る
。そ
の
際
、も
っ
と
重
視
す
べ
き
は
市
町

村
の
責
任
で
あ
る
。

　

先
駆
的
な
埼
玉
県
和
光
市
で
は
、通
所
介

護
の
事
業
者
数
を
適
正
に
保
ち
、要
支
援
者

が
自
立
し
て
も
次
の
利
用
者
を
確
保
で
き
る

よ
う
に
需
給
の
バ
ラ
ン
ス
を
調
整
す
る
。要

介
護
度
の
改
善
に
努
め
る
事
業
者
に
は
空
き

教
室
活
用
の「
喫
茶
サ
ロ
ン
」、体
力
維
持
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、各
種
の
サ
ー
ク
ル
活
動
等

の
委
託
で
支
え
る
。

　

こ
う
し
た
保
険
者
機
能
の
強
化
と
い
う
在

る
べ
き
姿
か
ら
懸
案
の
解
決
に
取
り
組
む
べ

き
で
は
な
い
か
。
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